
生産拡大→生産効率の低下→規模拡大という図式の繰り

返しの中で、沿岸漁場の汚染による漁場放棄と新漁場開

発といった構図をとってきた。しかし、いうまでもなく

水産養殖業は工業製品とは異なり、時として発生する大

量へい死問題に直面するなど常に不確実性を伴った産業

である。それにもかかわらず、経営効率や生産物の価値

向上など諸関係への配慮が行き届かず、生物学的或いは

物理学的側面にかかわる生産技術のみに大きく依存する

など、規模の経済を無制限に追求する生産活動を進めて

きた結果、過剰生産という問題につながったということ

は否めない。

ここ数年の三津谷むつ湾漁業振興会長の適正養殖に対

する孤軍奮闘に頼るだけでなく、県としてもホタテガイ

の生産調整または総量規制を平成21年４月の次期漁業

権の切替え時に、漁業権免許内容の制限条件として付す

「ホタテガイ適正養殖可能数量制度」を検討している。

しかし、ただ単に、陸奥湾の基礎生産を基にした数量

の総量規制ではなく、漁業者及び加工業者の収入、生産

効率を最大にもたらすような総量規制を行うことを検討

している。このためには、陸奥湾の公共の資源である餌

料について規律ある地区ごとの配分を行い、最大収入を

もたらすための経営方法を分析した上で、漁業者が最も

潤う生産量に調整したいと考えている。

陸奥湾ホタテガイ産業に従事する皆さん方のご理解と

ご協力を願うものである。
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陸奥湾では、最悪の条件でも採苗器に２万個／袋の稚

貝を付着させるためには、最低２億５千万枚の母貝が必

要と考えられています。平成18年の陸奥湾内にある母

貝は約３億２千百万枚と算出されていましたが、平成

18年の１月中旬以降、平舘から平内地区、脇野沢地区

で半成貝が３～35％へい死し、２月下旬には推定値か

ら約２千万枚減少したと推察され、産卵期の母貝数は３

億万枚には満たないと推測されました。さらに、平成

18年の冬季の海水温が低く推移し、産卵は全湾で３月

中旬からようやく始まりました。このため、平成18年

産の浮遊幼生数は平成17年と同じく少なくなると予想

され、昨年に引き続き、平成18年も十分量の稚貝を確

保するために細心の注意を払わなければならない年にな

りました。

１ 海 況 と 産 卵

平成18年の冬季の海水温は、例年よりもかなり低く

推移しましたが、産卵の刺激となる水温の急激な上昇は、

青森ブイでは２月下旬、東湾ブイでは３月上旬と、平成

17年よりも早い時期に見られました（図１）。しかし、

低水温のため産卵への反応が鈍く、産卵は全湾で３月中

旬から緩やかに進み、東湾で急激に進行したのは４月下

旬からとなりました（図２）。

母貝数の減少やサイズが小さいことによる産卵数の低

下に加え、産卵時期が遅れたことは、例年より悪い事態で

した。しかし、成熟は、西湾で例年並、東湾で例年および

平成17年より２週位遅れたことから、産卵が遅れた東

湾でも、平成17年のような卵の崩壊はあまり見られず、

産卵された卵は順調に受精し、浮遊幼生期を経て、付着

する可能性が高いと考えられました。
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図１　青森ブイと東湾ブイの平年値および平成18
年の日平均水温（水深15m層）

0

5

10

15

20

25

30

12/20 1/5 1/20 2/5 2/20 3/5 3/20 4/5 4/20 5/5
月日 

生
殖
巣
指
数
 

H18西湾 
H18東湾 
西湾平年値 
東湾平年値 

図２　西湾と東湾の平年および平成18年の生殖巣
指数の変化



２ 浮遊幼生と付着稚貝

浮遊幼生の出現数は、西湾ではピークが見られず、その

中の最も高い値が４月上旬の836個／トンでした（図３）。

東湾では、５月下旬にピークがみられましたが、最高出

現数は1,725個／トンと、低い値にとどまりました（図４）。

例年であれば、

殻長200ミクロン

以上の浮遊幼生が

50％以上になった

時が採苗器投入の

目安となりますが、

平成18年は平成17

年と同じく、少し

でも多くの付着稚

貝を得るため、50％

以上に達するより

も早い５月上旬か

ら採苗器投入の情

報を出しました。

第１回の全湾付

着稚貝調査は、産

卵が遅れたため例

年より２週間遅い

６月中旬に行いま

した。その結果、西

湾平均で約10,000個／袋、東湾平均で約19,000個／袋

という少ない付着数でしたので、６月下旬にも臨時全湾

付着稚貝調査を行ったところ、西湾平均で約10,000個／

袋、東湾平均で約67,000個／袋となりました。しかし、

場所によるバラツキがかなり見られたために、間引きは

付着数が多い所だけ行うように情報を出しました。

７月８～10日に第２回の全湾付着稚貝調査を行った

結果、間引き前の付着数の平均値は、西湾で12,413

個／袋、東湾で39,396個／袋、全湾で24,286個／袋と、

平成９年以降最低の値だった平成17年の約半数になり、

過去10年間で最低の付着数となりました（表１）。

幸いにも、キヌマトイガイ、ムラサキイガイの浮遊幼

生数は少なく推移しました（図５）。さらに、これらの

付着以外による目詰まりの情報も各地区から聞き取った

ところ、通称クサと呼ばれているハイドロゾアや泥等に

よる汚れはほとんど見られないことから、採苗器の目詰

まりはほとんどないことが予想できたため、ホタテガイ

の付着数が少ない所では、間引きをしなくても稚貝の成

長に影響を与えることはないと考えられました。また、

ヒトデのブラキオラリア幼生の累積出現数も全湾で1.6

個／トンにとどまり、付着も少ないと予想されたので、

ヒトデの食害にあう危険性はほとんどないと考えられま

した（図６）。これらのことから、付着数が少ない所で

も間引きをしなければ稚貝は足りると推測されました。

３　稚　貝　採　取

産卵が遅れたため、稚貝採取は８月上旬から始まり、

それと同時期に蟹田、平内、脇野沢地区で青空教室を行

い、稚貝採取作業状況を聞き取るとともに作業上の改善

点を指導しました。その際、稚貝数についても聞き取っ

たところ、不足分は個人で融通しあうことで補い、必要

数は確保できるとのことでした。

稚貝採取時期の水温は平成17年より低めに推移し、

８月下旬には終了し、稚貝は十分確保することができま

した。

平成18年は母貝数や産卵数の減少、産卵時期の遅れ

など、憂慮されることが多い年でしたが、平成19年は

母貝の成熟も例年並に進んでいます。成熟がピークに

至った時に産卵刺激となる水温上昇が起こってくれるこ

とを祈念し、今年こそは漁業者の皆様の採苗に関する悩

みが少なくなってほしいと願っています。
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図３　西湾のホタテガイ浮遊
幼生出現状況
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図４　東湾のホタテガイ浮遊
幼生出現状況

表１　平成９年から18年までのホタテガイ稚貝付
着数全湾平均値

年 年
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※第２回ホタテガイ等付着稚貝調査結果（間引き無しの値）
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図５　ムラサキイガイ等浮遊幼生の出現状況
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図６　ブラキオラリア幼生の累積出現数とヒトデ
の付着数の関係


